2008年3月19日
当社鹿島事業所第2エチレンプラントの一部操業再開について

三菱化学株式会社

　三菱化学株式会社（本社：東京都港区、社長：小林 喜光）は、本年3月5日に鹿島事業所（所在地：茨城県神栖市、事業所長：梶原 泰裕）第2エチレンプラントの一部について鹿島南部地区消防事務組合消防本部より使用停止命令の解除を受け、操業再開の準備を進めておりましたが、下記の通り、本日操業を再開いたしますのでお知らせいたします。
　当社は、今回の火災事故の重大さを真摯に受けとめ、今後も全社を挙げて安全管理を徹底し、再発防止と信頼回復に努めてまいります。また、お客様への製品納入量の確保につきましても、引き続き鋭意努力してまいります。
記

１　操業を再開する設備

　　・2F-201から2F-205までの分解炉

　　・急冷系、圧縮系、低温精製系、高温精製系の各設備

２　操業再開後のエチレン生産能力

　　約32万トン／年（火災事故前の67％程度）

　　※参考　火災事故前のエチレン生産能力：47万6千トン／年

以上

【本件に関するお問合せ先】

　三菱化学株式会社　広報・IR室

　電話：03-6414-3730
